
内水面漁業・養殖業をめぐる状況

平成２８年５月



１．内水面漁業の概要

○ 我が国は、国土の約７割を占める豊かな森林による水源涵養機能などにより水に恵まれており、地域ご
とに河川や湖沼において特色ある漁業が営まれてきた。

○ 内水面漁業は、河川や湖沼で漁獲されるアユやワカサギ、湖沼や養殖池で養殖されるウナギやコイな
ど、和食文化と密接に関わる様々な水産物を供給している。
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２．内水面漁業・養殖業の果たしている役割

○ 内水面漁業は、和食文化と密接に関わる様々な水産物の供給の機能に加え、自然体験活動等の学習の
場を国民に提供するなどの多面的機能を発揮し、豊かな国民生活の形成に大きく寄与。
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和食文化と密接に関わる様々な
水産物の供給の機能

体験活動等の学習の場の提供
などの多面的機能

交流の場の提供 文化の伝承

自然体験活動等の学習の場自然環境の保全アユ、ウナギ、フナなど淡水魚の供給
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３．内水面の現状と課題
（１）魚種別生産量の内訳

○ 内水面漁業生産量は、昭和53年の13万８千トンをピークに、平成27年は３万３千トン。
○ 内水面養殖生産量は、昭和63年の９万９千トンをピークに、平成27年は３万６千トン。

（トン）
（トン）内水面漁業生産量 内水面養殖生産量

資料：「漁業・養殖業生産統計年報」から作成
※内水面漁業については、平成18年より遊漁者の採捕分を含めないこととしたため、平成15年と20年は連続しない。 ３
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（２）特定外来生物等（カワウ･外来魚等）による被害

○ 内水面漁業生産量の減少の要因として、河川等内水面水産資源の生活環境の変化、オオクチバス等の
特定外来生物及びカワウ等の鳥獣（以下「特定外来生物等」という。）の生息域の拡大と食害等が指摘さ
れているところ。

４

全国のカワウのねぐらとコロニー数の変化

(2004年） （2010-2011年）

特定外来生物等による漁業被害の例

外来魚による被害 カワウによる被害

資料：特定鳥獣保護管理計画作成のためのガイドライン及び保護管理の手引き（環境省）
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（３）内水面漁業・養殖業の従事者の現状

○ 内水面漁協の正組合員数は、昭和５８年の５６万７千人をピークに、平成２５年には約３３万人まで減少。

○ 内水面漁業の生産体制の脆弱化により、内水面水産資源の安定的な供給や内水面漁業の有する多面
的機能の発揮に支障を来すことが懸念。

５

○ 内水面漁業 正組合員数の推移 ○ 内水面養殖業 従事者数の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」から作成

注１：※ 平成15年は調査されていない。
２：内水面漁業における正組合員とは、水産業協同組合法に規定される資格（組合の地区内に住所を有し、かつ、漁業を営み、若しくはこれ
に従事し、又は河川において水産動植物の採捕若しくは養殖をする日数が一年を通じて30日から90日までの間で定款で定める日数を超える
個人）を有する者をいう。

３：内水面養殖業における従事者数とは、満15歳以上で日数にかかわらず過去１年間に養殖作業に従事した者をいい、特定の作業を行うため
に臨時的に従事した者も含む。

※
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４．施策の展開方向
（１）特定外来生物等による被害の防止措置に対する支援等

○ 特定外来生物等による内水面水産資源に対する被害を防止するため、外来魚について、効率的な防除手法の
技術開発や電気ショッカーボートや偽の人工産卵床設置等による防除を推進。

○ 特に被害が広域化・深刻化しているカワウについて、生息状況や被害状況の調査に基づく効果的な駆除活動等
の推進により、平成26年10月に定めた「内水面漁業の振興に関する基本方針」における「被害を与えるカワウの個
体数を平成35年度までに半減させる目標の早期達成」を図る。

≪特定外来生物（オオクチバス、ブルーギル等）
の防除対策≫
・生息状況調査、情報提供等

銃器による捕獲人工産卵床による繁殖抑制電気ショッカーによる防除 ビニルひも張りによるコロニー除去

≪カワウの防除対策≫

・被害状況調査、ねぐらやコロニーの早期発見・
早期除去

ドライアイスによる繁殖抑制 放流地点での防鳥網の設置刺し網による防除 参加型の外来魚防除
（釣り大会） ６



（２）内水面生態系の保全等に資する取組への支援等

○ 内水面水産資源の生育又は内水面生態系の保全に資するため、アユ、渓流魚等の産卵場となる礫底の
造成、コイ、フナ等の産卵場となる産卵植生の保全や造成、様々な水産動植物の棲み家となる石倉等の設
置等の取組を推進。

内水面水産資源の生育又は内水面生態系の保全に資する取組

重機を使用したアユ産卵場の造成 石倉などによる水生生物の生息環境改善

産卵場造成のための河床耕耘

○ 人力や重機を用いて河床
耕耘等を行い、アユや渓流魚
の産卵場を造成

〇 コイ、フナ等が産卵場所とし
て利用するための産卵植生を
保全・造成

〇 様々な水産生物が隠れ場
所や棲み家として利用するこ
とのできる石倉等の設置

などの取組を推進

コイ・フナの人工産卵床

７



（３）多面的機能の発揮に資する取組への支援等

○ 内水面漁業の有する多面的機能が将来にわたって適切かつ十分に発揮されるよう、内水面漁業者と地
域住民等が連携して行う河川・湖沼の水草除去や清掃などの内水面生態系の維持・保全のための活動や

これに関連する漁村文化の継承（教育・学習）の取組を支援。

多面的機能発揮に資する対策

水辺での体験学習河川の清掃

○ 環境保全に影響を及ぼす内水面
の生態系の維持・保全・改善
・ 河川・湖沼の清掃活動
・ オオカナダモ等の水草の除去
・ 内水面生態系保全のための生息
環境改善

○ 上記に関連する漁村文化の継承
（教育・学習）
・水辺での体験学習
・水産動植物に関する出前授業
・伝統漁法・伝統料理の継承

の取組を支援

出前授業水草の除去
８


